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を測定したのち,その化合物にもっとも敏感な動物に

おける亜急性の紐雄姿虫の鬼一兆を与えることからは

じめる.10日-2週間にわたって活性値が対府と変ら

ない場合には投与虫を次第に増加し (通常2倍づつ)

有志の彰皆が現われた場合 (コ.)ンエステラーゼ活性

の約20%低下)には投与を中止し以後正常値に回復す

るまで観察を続行する (第10図に malathionについ

て行なわれた例を示す)167). このような人体実験は経

口投与のみではなく,人体に対する経皮苛性,吸入右

性を知る場合に.も行ないうる.

ヒトに対する良薬の蚊大円取許容量は,動物におけ

る長期毒性試験や上のような人体実験の結果えられた

無影響量に一定の安全係数を掛けて求められる.安全

係数は化合物の性Fl.動物実験の結果などによって異

なるが,一般には2年間の動物実験の場合にはyd(種

族差10倍,個体差10倍の税として考えられている).人

体実験の場合にはh;(個体差を考慮して)の安全係数

をとってヒトに対する 1日最大摂取許容虫 (accept･

abledailyintakeforman,AD土)を許山する.耶7
表にWHO/FAOで設定されたいくらかの有機リン化

合物の動物に対する無彩響塁と ADIとをまとめてお

く.

これらの ADIはヒトが一生にわたってお壬取しても

人体に対して実際上何らの恋鯵響を及ぼさない化合物

の最大丑を意味し,この数字を基礎の一つとして食品

中における残留許容量が決定されるわけである.

⊂以下次号,文献および化合物の一般名は次号末尾に

掲げる⊃
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ナミハダニのフェロモン 1.性フェロモン存在の
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(1971).

ナミハダニ TetyanychusuTLicacKoch,twospot･

tedspider は多くの農作物,鑑賞用草花の盃要な害

虫である. ナミハダニの雄は, 雌の休止期邦2苦虫

quiescentfemaledeutonymphsに強く誘引され.

雌の成虫が現われるまでその場にとどまり,そして交

尾がおこなわれる.その際に次の3壬giの雄の行動が観

察され,生物検定の田城ともなっていろ.1.排掴行動

(hoveringbehavior),2.併設行動 (guardingbeha･

vior),3.配偶行動 (matingbehavior).雄がこれら

の行動をとることから,雌の休止期第2苦虫は,雄に

対し溺引作用を有する物男を生産しているのではない

かと考えられた.そこでまず研兜の第一段階として,

邦2=L:山のiii蹟する物TIが,浴媒により地山可能か.

また雄が過当な71･矧 こつけられた粗拙山物に対し反応

するかどうかを調べた.

実験室内の生物検定では,雄は休止期耶2乏ゞ山のエ

ーテル粗抽出紋1.5FLL(0.01匹/lmL)に誘引された.

雄の誘引は抽出紋浪度により変化し.最 も強 く誘引さ

れたのは,lmJあたり休止期第2苦虫1匹に相当する

氾皮で.それより濃度が高くても低 くても,その誘引

は低下した.

生物検定は湿った脱胎紙上に置かれたホップの柴の

円盤上でおこなわれ,細かく磨伸された粉末 polyvi･

nylpyrrolidoneの湿ったかたまりが組拙山物の)兆Tl

として投もすぐれたものであった.雄の誘引庇は枇抽

出物処理区への反応百分率で表わし,紙処班区への偶

然誘引を祁正した.雄の反応の平均仙ま,蚊 も活性の

苗かった1匹/1mL搭紋1.5FLtに対して37･2%(0-73･6

%)であった,さらに綿密な生物検定法が,このナミハ

ダニの誘引物質の同定には必要であろう.(山桐砧叩･)
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